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平成
28（2016）年

4/15
第1032号「未来創造　福知山」多様性あふれる高次機能都市をめざして

次世代を担う若者募集中！！次世代を担う若者募集中！！
対象＝市内在住または、市内の高等学校に在学する生徒、もしくは市内在住で18歳未満（4月1日現在）
　　　の社会人で社会教育活動を実践している人またはその意欲のある人
内容＝市内で学習、現地学習、啓発活動

いずれも申込締切は5月13日（金）です。詳しいことについては、各問い合わせ先まで。

平和学習　長崎の旅
　被爆地長崎で、被爆や戦争の実相にふれ、
平和と人権の尊さについて学びませんか。現
地では、平和祈念式典（8月9日）への参列や、
フィールドワーク、「青少年ピースフォーラ
ム」での平和学習で全国各地の参加者と交流
を深めます。
　現地学習終了後は福知山平和大使として、
学校や地域などの啓発の場で学習報告をし
ていただきます。
活動期間＝6月～平成29年3月
※現地学習は8月8日（月）～ 10日（水）
定員＝4人（選考有り）　参加費用＝5,000円
問合＝人権推進室（TEL24-7022・FAX23-6537）

ふりそでの少女像前にて（昨年の参加者）

沖縄人権文化体験研修
　国内で最大の地上戦が行われた「沖縄」に
ついて学び、平和の尊さや戦争の悲惨さを学
校や地域などさまざまな舞台で伝えてくれ
る高校生を募集します。活動期間中は、福知
山市内で学習を行うほか、実際に沖縄を訪問
し、「戦争」「基地問題」「ハンセン病」につい
て人権の観点から学びます。
活動期間＝6月～平成29年3月
※冬季に沖縄で現地学習を行います。
定員＝5人（選考有り）
参加費用＝10,000円
問合＝生涯学習課人権教育係
　　　（TEL24-7064・FAX24-4880）

沖縄県平和祈念資料館にて（昨年の参加者）

　ゴールデンウィークは三段池公園で、地域や
家族の皆さんとお楽しみください。
時＝5月3日（火・祝）～ 5月5日（木・祝）
　　午前9時～午後5時
所＝三段池公園内児童科学館・動物園・植物園（猪崎）

児童科学館・動物園・植物園の
　　ご希望の施設の無料入場券プレゼント
中学生以下を対象に無料入場券を三段池総合体
育館入口付近（開催期間限定）で配ります。
問合＝生涯学習課（TEL22-9552・FAX24-4880）

第 1回 福知山市子どもデー 先着1600人
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平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い

行
政
改
革
の
指
針
と
な
る
「
第
6
次
福
知
山

市
行
政
改
革
大
綱
」
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
第

6
次
福
知
山
市
行
政
改
革
実
施
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

Ｑ
１　
「
行
政
改
革
」
と
は
？

Ａ
１　
「
行
政
改
革
」
と
は
、
従
来
の
市
役

所
の
業
務
内
容
や
組
織
の
仕
組
み
を
抜
本
的

に
見
直
す
こ
と
で
、
コ
ス
ト
を
抑
え
新
た
な

収
入
を
確
保
し
、
将
来
に
わ
た
る
健
全
な
財

政
運
営
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
で
す
。

Ｑ
2　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果
は
？

Ａ
2　

市
で
は
昭
和
60
年
か
ら
5
次
に
わ

た
っ
て
行
政
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平

成
24
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
4
カ
年
計
画

で
取
り
組
ん
だ
第
5
次
行
政
改
革
で
は
、
職

員
数
36
名
の
削
減
を
は
じ
め
4
年
間
で
約

50
・
8
億
円
の
削
減
を
果
た
す
見
込
み
で
あ

る
ほ
か
、
市
の
将
来
の
財
政
負
担
の
度
合
い

を
示
す
指
標
「
将
来
負
担
比
率
※
」
の
改
善

な
ど
、
財
政
状
況
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

第
5
次
行
政
改
革
に
お
け
る
削
減
実
績
（
見

込
み
）

　

当
初
31
・
4
億
円
を
削
減
す
る
計
画
に
対

し
、
実
績
で
は
約
50
・
8
億
円
の
削
減
を
達

成
す
る
見
込
み
で
す
。

職
員
数
の
推
移

　

4
年
間
で
35
人
を
削
減
す
る
計
画
に
対

し
、
実
績
で
は
36
人
の
削
減
を
達
成
し
ま
し

た
。

 

将
来
負
担
比
率
の
推
移

　

平
成
27
年
度
時
点
で
１
５
６
・
６
％

以
下
に
改
善
を
計
画
。
平
成
26
年
度
で

１
０
５
・
５
％
ま
で
改
善
し
て
い
ま
す
。

 

※
将
来
負
担
比
率　

　

借
入
金
（
地
方
債
）
や
将
来
支
払
う
可
能

性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
残
高
か
ら
、
将
来
財

政
を
圧
迫
す
る
危
険
度
を
示
し
た
指
標
。

　

数
値
が
高
い
ほ
ど
将
来
の
財
政
負
担
が
大

き
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

Ｑ
3　

第
6
次
行
政
改
革
で
は
何
を
め
ざ
す

の
か
？

Ａ
3　
「
第
6
次
行
政
改
革
大
綱
」
お
よ
び

「
実
施
計
画
」
で
は
、
有
識
者
や
公
募
市
民

に
よ
る
「
福
知
山
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

（
奥お

く
田だ

省し
ょ
う

三ぞ
う

委
員
長
）」
か
ら
の
答
申
・
提
言

や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
よ
り
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見
な
ど
を
踏

ま
え
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

第第
66
次
福
知
山
市
行
政
改
革
大
綱

次
福
知
山
市
行
政
改
革
大
綱

お
よ
び
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

お
よ
び
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

福知山市行政改革推進委員会での
奥田委員長から大綱案に対する答申を受ける松山市長

第 5次行政改革における削減のイメージ図

4年間総額  50.8億円を削減

⇒

10.4億円

23 年度
（基準年度）

24年度 25年度 26年度 27年度
（見込み）

次年度以降も
継続する削減額

12.1億円
14.7億円 13.6億円

11.9
億円

各年度４月１日現在 一般職員数
（市民病院職員を除く）
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情報局
　

第
6
次
行
政
改
革
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

32
年
度
を
計
画
期
間
と
し
、「
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
新
た
な
改
革
」
を
テ
ー
マ
に
、
新
た
な

本
市
の
総
合
的
な
市
政
運
営
の
計
画
と
し

て
平
成
28
年
3
月
に
策
定
し
た
「
未
来
創
造　

福
知
山
」
の
実
効
性
を
行
財
政
運
営
面
か
ら

担
保
す
る
た
め
、
歳
出
削
減
と
収
入
増
加
に

よ
り
5
年
間
で
約
33
・
0
億
円
の
削
減
を
め

ざ
す
と
と
も
に
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
の
推
進
に
伴
い
将
来
的
に
不
要
と
な
る

更
新
費
な
ど
に
つ
い
て
も
目
標
を
定
め
ま
し

た
。

第
6
次
行
政
改
革
に
お
け
る
削
減
目
標

　

 

Ｑ
4　

具
体
的
な
取
り
組
み
の
内
容
は
？

Ａ
4　
「
第
6
次
行
政
改
革
実
施
計
画
」
で

は
、
全
１
０
８
項
目
の
取
り
組
み
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
お
も
な
取
り
組
み
と
5
年
間
の
削

減
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
5　

改
革
の
進
め
方
と
検
証
方
法
は
？

Ａ
5　

実
施
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、
毎
年

度
の
取
り
組
み
の
成
果
に
つ
い
て
、
金
額
や

指
標
な
ど
を
用
い
て
分
り
や
す
く
市
民
の
皆

さ
ん
に
お
示
し
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
計

画
に
つ
い
て
適
宜
見
直
し
を
行
い
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
改
革
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

第
6
次
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画

の
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
本

庁
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
の
窓
口
で

閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
担
当　

企
画
課
企
画
政
策
係

〒
６
２
０
‐
８
５
０
１　

福
知
山
市
字
内

記
13
‐
1
（
TEL 

24
‐
７
０
３
０
・
FAX
　

23
‐

６
５
３
７
・
E
メ
ー
ル
：kikaku@

city.
fukuchiyam

a.lg.jp

）

第 6次行政改革における削減のイメージ図

5年間総額  33.0億円を削減

⇒

27 年度
（基準年度）

28年度 29年度 30年度 32年度31年度 次年度以降も
継続する削減額

9.1
億円2.8 億円

4.5 億円

6.8 億円

9.0 億円
9.9 億円

基
本
方
針
1
「
市
民
協
働
に
よ
る
改
革

（
協
働
に
よ
る
地
域
経
営
の
推
進
）」

 

・
住
民
自
治
の
新
し
い
し
く
み
（
地
域

協
議
会
な
ど
）
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

 

・
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
の
推
進

 
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進

 
・
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
連
携
体
制

の
確
立

 

・
災
害
時
要
配
慮
者
登
録
数
の
増
加

 

・
市
民
救
命
士
の
追
加
養
成

 

・
家
庭
用
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
促
進　
　

な
ど

基
本
方
針
2
「
行
政
経
営
の
改
革
（
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
行
政
経
営
の

推
進
）」

 

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
に
よ
る
利
便

性
の
確
保

 

・
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
等
の
関
与
の

見
直
し
【
0
・
5
億
円
】

 

・「
ｅ

－

ふ
く
ち
や
ま
」
事
業
の
民
営

化
【
4
・
3
億
円
】

 

・
公
立
保
育
園
の
民
営
化
推
進

　
【
1
・
7
億
円
】 

 

 

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

　
【
2
・
0
億
円
】　

な
ど

基
本
方
針
3
「
財
政
経
営
の
改
革
（
持

続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築
）」

 

・
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
事
業
見

直
し
【
2
・
7
億
円
】

 

・
同
時
施
工
に
よ
る
工
事
費
の
削
減

（
上
下
水
道
）【
0
・
7
億
円
】

 

・ 

使
用
料
等
の
見
直
し
【
5
・
5
億
円
】

 

・ 

市
有
地
販
売
の
促
進
【
1
・
9
億
円
】

 

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

　
【
0
・
5
億
円
】

 

・
市
税
収
納
率
の
向
上
【
1
・
5
億
円
】

 

・
企
業
誘
致
の
推
進
に
よ
る
税
収
増

　
【
1
・
5
億
円
】

 

・
市
営
住
宅
の
統
廃
合
・
跡
地
売
却

　
【
2
・
1
億
円
】　

な
ど

基
本
方
針
4
「
人
材
育
成
・
組
織
改
革

（
課
題
へ
の
対
応
力
を
強
化
す
る
体
制

づ
く
り
）」

 

・
窓
口
業
務
の
適
正
化

 

・
時
間
外
勤
務
の
縮
減
【
0
・
2
億
円
】

 

・
定
員
の
適
正
化
（
15
人
削
減
）

　
【
3
・
6
億
円
】

 

・
職
員
の
意
識
改
革
の
推
進　
　

な
ど

改
革
の
テ
ー
マ
『
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
新
た
な
改
革
』
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全
会
計
総
額
８
８
０
億
５
５
５
７
万
２
０
０
０

円
の
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
し
い
内
容

は
４
月
１
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

平
成
27
年
度
補
正
予
算

　

市
で
は
国
の
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向

け
た
緊
急
対
応
と
し
て
創
設
さ
れ
た
地
方
創
生

加
速
化
交
付
金
や
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策

大
綱
実
現
に
向
け
た
施
策
な
ど
の
緊
急
対
策
を

受
け
、
そ
の
効
果
を
十
分
に
早
期
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、「
福
知
山
公
立
大
学
「
学
び
の
拠
点
」

推
進
事
業
」
や
「
移
住
・
定
住
促
進
事
業
」、「
担

い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
」
な
ど
の
総
額

４
億
９
５
０
９
万
９
０
０
０
円
の
補
正
予
算
を

速
や
か
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
事
業
の
確
定
に
伴
い
事
業
費
の
整
理

を
行
う
こ
と
な
ど
で
、
総
額
１
億
９
４
６
５
万

３
０
０
０
円
の
減
額
補
正
を
し
、
適
正
な
財
政
運

営
に
努
め
ま
し
た
。

増
額
補
正
の
お
も
な
も
の

【
一
般
会
計
】

▽「
森
の
京
都 

福
知
山
」

　

全
国
育
樹
祭
記
念
事
業　
　

５
９
５
万
円

▽「
森
の
京
都
」Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業　

４
５
０
万
円

▽「
森
の
京
都 

福
知
山
」児
童
絵
画
展
示
事
業　

47
万
円

▽「
森
の
京
都 

福
知
山
」

　
酒
呑
童
子
と
金
太
郎
展
開
催
事
業 　

80
万
円

▽
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業　

１
２
３
９
万
円

▽
ふ
る
さ
と
就
職
お
う
え
ん
事
業 

91
万
６
０
０
０
円

▽
福
知
山
公
立
大
学「
学
び
の
拠
点
」

　

推
進
事
業　
　
　
　
　
　

２
３
７
３
万
円

▽
移
住
・
定
住
促
進
事
業７６

５
万
２
０
０
０
円

▽
Ｋ
Ｔ
Ｒ
支
援
事
業

 
１
６
４
１
万
８
０
０
０
円

▽
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

 
３
億
４
０
７
８
万
円

▽
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業 

１
５
０
０
万
円 

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
系
業
務

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備
事
業

 

２
１
６
５
万
８
０
０
０
円

▽
減
債
基
金
積
立
事
業

３
億
１
１
３
７
万
１
０
０
０
円

▽
地
方
債
繰
上
償
還
金　
　

３
０
０
０
万
円

▽
地
方
バ
ス
路
線
運
行
事
業

 

５
４
７
９
万
６
０
０
０
円

▽
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業 

３
５
３
０
万
８
０
０
０
円

▽
保
育
所
委
託
事
業２

８
６
６
万
９
０
０
０
円

▽
地
域
再
建
被
災
者
住
宅
等
支
援
事
業

 

２
５
６
０
万
円

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

▽
京
都
府
税
務
共
同
化
事
業

　

２
７
８
万
３
０
０
０
円

減
額
補
正
の
お
も
な
も
の

【
一
般
会
計
】

▽
広
域
交
通
網
整
備
促
進
事
業

　
（
地
域
ふ
る
さ
と
農
道
）▲
３
３
０
０
万
円

▽
農
地
中
間
管
理
事
業   

▲
３
９
０
０
万
円

▽
企
業
誘
致
促
進
特
別
対
策
事
業

▲
４
１
０
０
万
円

▽
ふ
る
さ
と
融
資
貸
付
事
業　
　

▲
１
億
円

▽
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業

　
（
道
路
整
備
）　　
　
　

▲
４
６
５
０
万
円

▽
街
路
事
業（
多
保
市
正
明
寺
線 

高
畑
工
区
） 

▲
５
８
０
０
万
円

▽
小･

中
学
校
、幼
稚
園
空
調
設
備
設
置
事
業

 

▲
９
５
０
０
万
円

【
農
業
集
落
排
水
施
設
事
業
特
別
会
計
】

▽
農
業
集
落
排
水
施
設
統
合
事
業

▲
９
２
０
０
万
円

条
例
36
件

（
新
規
４
件
）　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
条
例
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る
条
例

（
一
部
改
正
30
件
）　

国
民
健
康
保
険
条
例
、消
防
団
員
の
定
員
、任

免
、給
与
、服
務
等
に
関
す
る
条
例

（
廃
止
２
件
）

三
和
町
郷
土
資
料
館
条
例
、
大
江
町
小
規
模

農
家
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

そ
の
他
17
件

　
「
未
来
創
造 

福
知
山
」（
総
合
計
画
）の
策

定〔
12
月
提
案
分
〕、
財
政
調
整
基
金
の
繰
入

れ
、財
産
の
無
償
譲
渡
３
件
、辺
地
総
合
整
備

計
画
の
変
更
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
の
策
定
、
公
立
大
学
法
人
福
知
山
公
立

大
学
中
期
目
標
の
策
定
、
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
の
策
定
、
人
権
施
策
推
進
計
画
の

改
定
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
、工
事
請
負
契

約
の
変
更
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
変
更
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
、損
害
賠
償
の
額
、市
道
の
認
定
及
び

廃
止
並
び
に
路
線
変
更
、専
決
処
分
の
承
認

報
告
１
件 

専
決
処
分　

損
害
賠
償
の
額
２
件

人　

事 

教
育
委
員
の
任
命

　

和わ

田だ　

大だ
い

顕け
ん

さ
ん（
夜
久
野
町
額
田
・
１
期
目
）

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　

由ゆ

里り　

礼れ
い

子こ

さ
ん（
大
江
町
関
・
２
期
目
）

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　

松ま
つ

下し
た　

眞し
ん

二じ

さ
ん（
三
和
町
芦
渕
・
２
期
目
）

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　

井い
の

上う
え　

雅ま
さ

道み
ち

さ
ん（
宮
・
１
期
目
）

市
議
会
提
案

　

市
議
会
提
案
と
し
て
、市
会
発
議「
福
知
山

市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」「
福
知
山
公
立
大
学
の

将
来
に
わ
た
る
安
定
し
た
運
営
を
求
め
る
決

議
」の
２
議
案
が
提
案
さ
れ
、原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
市
議
会
が
、２
月
25
日
か
ら
３
月
29
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
議
会
に
、
市
で
は
80
議
案
を
提
案
、
12
月
議
会
に
上
程
し
継
続
審
議
と
な
っ
て

い
た
１
議
案
を
含
む
81
議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

81
議
案
が
可
決
（
人
事
案
件
は
同
意
）

３
月
定
例
市
議
会

  
平
成
28
年
度
予
算
・
平
成
27
年
度
補
正
予
算
な
ど

平
成
28
年
度
当
初
予
算
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自
治
功
労
者
表
彰

大お
お

槻つ
き　

　

子
さ
ん（
正
明
寺
）

　

福
知
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

15
年
３
カ
月

　

福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

８
年
10
カ
月

古ふ
る

川か
わ　

泰や
す

正ま
さ

さ
ん（
岡
ノ
上
町
）

　

福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

16
年
１
カ
月

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

５
年

井い

土づ
ち　

　

昇の
ぼ
る

さ
ん（
西
羽
合
）

　

福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

16
年
１
カ
月

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

５
年

頼よ
り

田た　

和か
ず

昇の
り

さ
ん（
西
岡
町
）

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

15
年

森も
り

井い　

成な
り

人と

さ
ん（
土
師
新
町
南
）

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

15
年

衣き
ぬ

川が
わ　

弘ひ
ろ

子こ

さ
ん（
夜
久
野
町
井
田
）

　

福
知
山
市
介
護
認
定
審
査
会
委
員　

15
年

大お
お

橋は
し　

一か
ず

夫お

さ
ん（
北
羽
合
）

　

京
都
府
議
会
議
員　

８
年
11
カ
月

有
功
者
表
彰

岩い
わ

村む
ら　

五ご

郎ろ
う

さ
ん（
つ
つ
じ
が
丘
）

　
つ
つ
じ
が
丘
自
治
会
長
と
し
て
自
治
振
興
に
貢
献

藤ふ
じ

田た　

幸ゆ
き

男お

さ
ん（
田
和
）

　

田
和
自
治
会
長
と
し
て
自
治
振
興
に
貢
献

小こ

松ま
つ　

俊と
し

彰あ
き

さ
ん（
上
野
条
）

　

上
野
条
自
治
会
長
と
し
て
自
治
振
興
に
貢
献

ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

出で

口ぐ
ち　

花は
な

・
西に

し　

美み

穂ほ

ペ
ア

　
（
福
知
山
成
美
高
等
学
校
）

　

２
０
１
５
マ
ド
ン
ナ
カ
ッ
プ
in
伊
予
市

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子

　

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会　

優
勝

Ｓ
Ｅ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン
株
式
会
社　

軟
式
野
球
部

　

天
皇
賜
杯

　

第
70
回
全
日
本
軟
式
野
球
大
会
優
勝

山や
ま

下し
た　

実み

花か

子こ

さ
ん

（
京
都
共
栄
学
園
高
等
学
校
）

　

第
70
回
京
都
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　
女
子
や
り
投
げ　

日
本
高
校
新
記
録（
58
ｍ
59
㎝
）

大お
お

槻つ
き　

浩こ
う

二じ

さ
ん（
京
都
Ｔ
Ｆ
Ｃ
）

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
公
認
第
26
回

　
　

日
本
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　

砲
丸
投　

１
位（
８
ｍ
08
㎝　

日
本
新
）

　

や
り
投　

１
位（
25
ｍ
28
㎝　

日
本
新
）

　

円
盤
投　

１
位（
18
ｍ
58
㎝
）

　

Ｉ
Ｐ
Ｃ
公
認
２
０
１
５

　
　

ジ
ャ
パ
ン
パ
ラ
陸
上
競
技
大
会

　

砲
丸
投　

１
位（
７
ｍ
96
㎝
）

　

や
り
投　

１
位（
23
ｍ
08
㎝
）

　

円
盤
投　

１
位（
18
ｍ
59
㎝
）

水み
ず

口ぐ
ち　

日ひ

菜な

乃の

さ
ん

（
京
都
府
立
中
丹
支
援
学
校
）

　

第
15
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
「
２
０
１
５
紀
の
国
わ
か
や
ま
大
会
」

　
　
　
　

陸
上
競
技（
身
体
障
害
の
部
）

　

立
ち
幅
跳
び　

１
位（
78
㎝
）

小こ

牧ま
き　

佳か

世よ

さ
ん（
福
知
山
市
弓
道
協
会
）

　

皇
后
盃

　

第
48
回
全
日
本
女
子
弓
道
選
手
権
大
会

　

近
的
競
技　

個
人
戦　

優
勝

吉よ
し

﨑ざ
き　

香か

奈な

絵え

さ
ん

（
福
知
山
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
）

　

第
43
回　

全
日
本
社
会
人

　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

　

成
年
女
子
の
部（
ダ
ブ
ル
ス
）　

優
勝

　

※
所
属
は
大
会
出
場
時
点
で
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
表
彰

横よ
こ

山や
ま　

あ
い
り
さ
ん

（
福
知
山
市
立
桃
映
中
学
校
）

　

第
65
回〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

　

作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

優
秀
賞（
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
賞
）

感
謝
状
贈
呈

日
吉
ケ
丘
絆
の
会

　

多
年
に
わ
た
り
市
に
寄
付
を
さ
れ
、
市
政
の

発
展
に
貢
献

平成28年度 自治功労者・有功者・スポーツ賞・ジュニア文化賞表彰ならびに感謝状贈呈式

▲自治功労者表彰・有功者表彰・スポーツ賞表彰・ジュニア文化
　賞表彰ならびに感謝状贈呈を受けられた皆さん

　市制施行記念日である4月1日、「平成28年度　
自治功労者・有功者・スポーツ賞・ジュニア文化賞
表彰ならびに感謝状贈呈式」をハピネスふくちやま
で行い、それぞれの分野で市の発展に貢献された皆
さんの功績と健闘をたたえました。受賞された皆さ
んを紹介します。

ひ
ろ
こ
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市
長
以
下
課
長
級
以
上
の
職
員

○
市　

長 

松ま
つ

山や
ま　

正ま
さ

治じ

○
副
市
長 

伊い

東と
う　

尚な
お

規き

○
副
市
長 

嵳さ

峩が　

賢け
ん

次じ

○
危
機
管
理
監 

横よ
こ

山や
ま　

泰や
す

昭あ
き

市
長
公
室

▽
市
長
公
室
長 
長な

が

坂さ
か　

　

勉つ
と
む

▽
次
長
兼
企
画
課
長 

大お
お

橋は
し　

和か
ず

也や

▽
次
長
兼
秘
書
課
長 

櫻さ
く
ら

井い　

雅ま
さ

康や
す

▽
大
学
政
策
課
長 

山や
ま

中な
か　

忠た
だ

雄お

地
域
振
興
部

▽
部　

長　
　

 

片か
た

山や
ま　

正ま
さ

紀き

▽
理
事（
地
域
づ
く
り
戦
略
担
当
） 

中な
か

見み　

幸こ
う

喜き

▽
次
長
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

大お
お

西に
し　

誠せ
い

樹き

▽
同
参
事 

貴き

田だ　

直な
お

子こ

▽
三
和
支
所
長（
次
長
級
） 

水み
ず

谷た
に　

由ゆ

紀き

▽
同
副
支
所
長（
課
長
級
） 

外げ

賀か　

眞し
ん

二じ

▽
夜
久
野
支
所
長（
次
長
級
） 

中な
か

田た　

幸ゆ
き

夫お

▽
同
副
支
所
長（
課
長
級
） 

藤ふ
じ

田た　

正ま
さ

美み

▽
大
江
支
所
長（
次
長
級
） 

村む
ら

上か
み　

芳よ
し

道み
ち

▽
同
副
支
所
長(

課
長
級
） 

井い
の

上う
え　

利と
し

導み
ち

▽
観
光
振
興
課
長 

山や
ま

本も
と　

美み

幸ゆ
き

▽
次
長
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

芦あ
し

田だ　

修し
ゅ
う

司じ

▽
移
住
・
企
業
立
地
推
進
課
長 

森も
り

田た　

哲て
つ

也や

総
務
部

▽
部　

長 

高た
か

橋は
し　

和か
ず

章あ
き

▽
危
機
管
理
室
長 

横よ
こ

山や
ま　

泰や
す

昭あ
き

▽
同
次
長（
課
長
級
） 

時と
き

井い　

博ひ
ろ

信の
ぶ

▽
総
務
課
長 

山や
ま

本も
と　

裕ひ
ろ

之ゆ
き

▽
同
参
事 

中な
か

見み　

信し
ん

治じ

▽
職
員
課
長 

田た

村む
ら　

雅ま
さ

之ゆ
き

▽
同
参
事（
派
遣
）京
都
府
住
宅
新
築
資
金
等

　

貸
付
事
業
管
理
組
合 

浅あ
さ

田だ　

久ひ
さ

子こ

▽
同
参
事（
派
遣
）京
都
府
後
期
高
齢
者

　

医
療
広
域
連
合 

荻お
ぎ

野の　

幹み
き

雄お

▽
情
報
推
進
課
長 

松ま
つ

本も
と

美み

規き

夫お

財
務
部

▽
部　

長 

夜や

久く　

豊と
よ

基き

▽
契
約
監
理
課
長 

細ほ
そ

見み　

篤あ
つ

美み

▽
次
長
兼
資
産
活
用
課
長 

大お
お

嶋し
ま　

康や
す

成な
り

▽
同
参
事 

大お
お

西に
し　

信の
ぶ

幸ゆ
き

▽
次
長
兼
財
政
課
長 

前ま
え

田だ　
　

剛つ
よ
し

▽
税
務
課
長 

垣か
き

谷た
に　

敏と
し

数か
ず

▽
同
参
事（
派
遣
）京
都
地
方
税
機
構
広
域
連
合

 

櫻さ
く
ら

井い　

直な
お

樹き

福
祉
保
健
部　
　

▽
部　

長 

岡お
か

野の　

天た
か

明あ
き

▽
健
康
推
進
室
長（
兼
）休
日
急
患
診
療
所

　

事
務
長 
土つ

ち

家や　

孝た
か

弘ひ
ろ

▽
同
次
長（
課
長
級
）（
兼
）休
日
急
患
診
療
所

　

事
務
次
長 

柴し
ば

田た

み
ど
り

▽
次
長
兼
地
域
福
祉
課
長 

林は
や

田し
だ　

恒つ
ね

宗む
ね

▽
同
参
事 

岩い
わ

間ま　

信の
ぶ

之ゆ
き

▽
子
育
て
支
援
課
長 

山や
ま

路じ　

智さ
と

子こ

▽
く
り
の
み
園
長（
次
長
級
） 

樋ひ

口ぐ
ち　

正ま
さ

信の
ぶ

▽
下
六
人
部
保
育
園
長 

今い
ま

田だ

由ゆ

紀き

子こ

▽
げ
ん
鬼
保
育
園
長 

藤ふ
じ

田た

眞ま

由ゆ

美み

▽
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長 

芦あ
し

田だ　

雅ま
さ

子こ

▽
次
長
兼
高
齢
者
福
祉
課
長 

小お

田だ　

浩こ
う

二じ

▽
同
参
事 

谷た
に

口ぐ
ち　

　

学ま
な
ぶ

市
民
人
権
環
境
部

▽
部　

長 

　

池い
け

田だ　
　

聡さ
と
る

▽
環
境
政
策
室
長 

堀ほ
り

内う
ち　

　

敏さ
と
し

▽
同
次
長 

松ま
つ

山や
ま　

晃て
る

章あ
き

▽
同
参
事 

　

小こ

柴し
ば　

正ま
さ

嗣し

▽
人
権
推
進
室
長 

山や
ま

根ね　

祥よ
し

和か
ず

▽
同
次
長（
課
長
級
） 

衣き
ぬ

川が
わ　

正ま
さ

彦ひ
こ

▽
同
参
事
（
兼
）
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
き
ら
め

き
館
長（
兼
）人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
館

長 

高た
か

橋は
し

千ち

寿ず

子こ

▽
次
長
兼
生
活
交
通
課
長 

横よ
こ

山や
ま　

　

晋す
す
む

▽
同
参
事 

井い
の
う
え上　

浩ひ
ろ

人と

▽
斎
場
長（
次
長
級
） 

塩し
お

見み　

英ひ
で

世よ

▽
次
長
兼
市
民
課
長 

植う
え

村む
ら　

孝た
か

子こ

▽
保
険
課
長 

村む
ら

瀬せ　

勝か
つ

子こ

農
林
商
工
部

▽
部　

長 

山や
ま

中な
か　

明あ
き

彦ひ
こ

▽
農
林
管
理
課
長 

藤ふ
じ

原わ
ら　

謙け
ん

司し

▽
次
長
兼
農
業
振
興
課
長（
兼
）

　

家
畜
市
場
々
長 

谷た
に

口ぐ
ち　

清き
よ

成し
げ

▽
次
長
兼
林
業
振
興
課
長 

芦あ
し

田だ　
　

收お
さ
む

▽
次
長
兼
商
工
振
興
課
長 

大お
お

西に
し　

健け
ん

二じ

▽
同
参
事 

村む
ら

尾お　
　

毅た
け
し

土
木
建
設
部

▽
部　

長 

　

蘆あ
し

田だ　

徹て
つ

二じ

▽
次
長
兼
土
木
課
長 

今い
ま

井い　

由よ
し

紀き

▽
同
参
事 

井い
の
う
え上　

和か
ず

成し
げ

▽
次
長
兼
建
築
課
長 

大お
お

槻つ
き　

宏ひ
ろ

志し

▽
同
参
事 

横よ
こ

山や
ま　

尚な
お

子こ

▽
次
長
兼
都
市
計
画
課
長 

垣か
き

谷た
に　

秀ひ
で

尚ひ
さ

▽
次
長
兼
都
市
整
備
課
長 

丸ま
る

山や
ま　

政ま
さ

幸ゆ
き

▽
同
参
事 

榎え

本も
と　

雅ま
さ

之ゆ
き

会
計
室

▽
会
計
管
理
者
・
会
計
室
長 

大お
お

江え

み
ど
り

▽
同
次
長（
課
長
級
） 

牧ま
き　

　

正ま
さ

博ひ
ろ

市
議
会
事
務
局

▽
事
務
局
長 

渡わ
た

辺な
べ　

尚な
お

生き

▽
同
次
長（
課
長
級
） 

菅す
が

沼ぬ
ま　

由ゆ

香か

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▽（
併
任
）事
務
局
長 

中な
か

見み　

信し
ん

治じ

監
査
委
員
事
務
局

▽
事
務
局
長 

桐き
り

村む
ら　

正ま
さ

典の
り

教
育
委
員
会

○
教
育
長 

荒あ
ら

木き　

德の
り

尚ひ
さ

▽
部　

長 

田た

中な
か　

　

悟さ
と
る

▽
理　

事 

中な
か

川が
わ　

清き
よ

人ひ
と

▽
次
長
兼
教
育
総
務
課
長 

芦あ
し

田だ　
　

誠ま
こ
と　

　

▽
同
参
事 

藤ふ
じ

田た　

一か
ず

樹き

▽
次
長
兼
学
校
教
育
課
長 

眞ま

下し
も　

　

誠ま
こ
と

▽
同
参
事 

土つ
ち

家や　

邦く
に

子こ

▽
同
参
事 

一い
ち
の
へ戸　

香か
お

里り

▽
成
仁
幼
稚
園
長 

芦あ
し

田だ　

祐ゆ
う

子こ

▽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長 

小こ

林ば
や
し　

隆た
か

則の
り

▽
次
長
兼
生
涯
学
習
課
長 

﨑さ
き

山や
ま　

正ま
さ

人と

▽
中
央
公
民
館
長（
次
長
級
） 

佐さ

さ々

木き

和か
ず

美み

▽
図
書
館
中
央
館
長 

吉よ
し

田だ　

和か
ず

彦ひ
こ

公
平
委
員
会
事
務
局

▽（
併
任
）事
務
局
長 

山や
ま

本も
と　

裕ひ
ろ

之ゆ
き　
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情報局
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
事
務
局
長（
課
長
級
） 

井い
の
う
え上　

陽よ
う

一い
ち

消
防
本
部

▽
消
防
長 

鈴す
ず

木き　

秀し
ゅ
う

三ぞ
う

▽
同
総
務
課
長 

足あ

立だ
ち　

　

豊ゆ
た
か

▽
同
警
防
課
長 

水み
ず

口ぐ
ち　

　

学ま
な
ぶ

▽
次
長
兼
通
信
指
令
課
長 
山や

ま

田だ　

敏と
し

弘ひ
ろ

▽
次
長
兼
予
防
課
長 
塩し

お

見み　
　

学ま
な
ぶ

▽
福
知
山
消
防
署
長（
次
長
級
） 

高た
か

橋は
し　

秀ひ
で

樹き

▽
同
警
防
課
長 

澤さ
わ

田だ　

秀ひ
で

巨き

▽
同
予
防
課
長 

土つ
ち

永な
が　

辰た
つ

彦ひ
こ　

▽
同
警
備
第
１
課
長 

赤あ

穂こ
う　

慎し
ん

也や　
　
　
　
　
　

 

▽
同
警
備
第
２
課
長 

藤ふ
じ

田た　

昭あ
き

仁ひ
と

▽
同
東
分
署
長 

津つ

田だ

喜き

代よ

志し

▽
同
北
分
署
長 

塩し
お

見み　

和か
ず

久ひ
さ

上
下
水
道
部

○
上
下
水
道
事
業
管
理
者
職
務
代
理
者 

大お
お

柿が
き

日ひ

出で

樹き

▽
部　

長 

大お
お

柿が
き

日ひ

出で

樹き

▽
次
長
兼
総
務
課
長 

岡お
か

部べ　

繁し
げ

己み

▽
同
参
事 

足あ

立だ
ち　

浩こ
う

生き

▽
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
課
長 

芦あ
し

田だ　

弥や
よ

生い

▽
水
道
課
長 

中な
か

村む
ら　

直な
お

樹き

▽
次
長
兼
下
水
道
課
長 

大お
お

槻つ
き　

訓く
に

宏ひ
ろ

市
立
福
知
山
市
民
病
院

○
病
院
事
業
管
理
者 

香か

川が
わ　

惠け
い

造ぞ
う

▽
副
院
長（
部
長
級
） 

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

医
療
安
全
管
理
室

▽（
兼
）同
室
長 

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

感
染
管
理
室

▽（
兼
）同
室
長 

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

▽
感
染
管
理
者 

中な
か

尾お　

淳じ
ゅ
ん

子こ

診
療
情
報
管
理
室

▽（
兼
）同
室
長 

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

地
域
医
療
連
携
室

▽
同
室
長 

阪さ
か

本も
と　

　

貴た
か
し　

　

地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

▽
同
セ
ン
タ
ー
長 

北き
た

川が
わ　

昌よ
し

洋ひ
ろ

研
究
研
修
セ
ン
タ
ー

▽
同
セ
ン
タ
ー
長 

川か
わ

島し
ま　

篤あ
つ

志し

事
務
部

▽
部　

長 

山や
ま

口ぐ
ち　

　

誠ま
こ
と

▽
次
長
兼
総
務
課
長 

上う
え

田だ　

栄え
い

作さ
く

▽
同
参
事 

足あ

立だ
ち　

篤あ
つ

志し

▽
医
事
課
長 

樋ひ

口ぐ
ち　

　

学ま
な
ぶ

診
療
部

▽
部　

長 

小こ

牧ま
き　

稔と
し

之ゆ
き

▽
副
診
療
部
長 

川か
わ

上か
み　

定さ
だ

男お

▽
副
診
療
部
長 

金き
ん　

　

修し
ゅ
う

一い
ち

▽
内
科
医
長 
平ひ

ら

川か
わ　

浩こ
う

一い
ち

▽
内
科
医
長 
西に

し

垣が
き　

　

光ひ
か
り

▽
内
科
医
長 

金か
な

森も
り　

弘ひ
ろ

志し

▽（
兼
）内
科
医
長 

川か
わ

島し
ま　

篤あ
つ

志し

▽
内
科
医
長 

原は
ら

田だ　

大た
い

司し

▽
内
科
医
長 

三み
つ

橋は
し　

一か
づ

輝て
る

▽
精
神
神
経
科
医
長 

鑪た
た
ら　

　

直な
お

樹き

▽
消
化
器
内
科
医
長 

奥お
く

田だ　

隆た
か

史し

▽（
兼
）循
環
器
内
科
医
長 

阪さ
か

本も
と　

　

貴た
か
し

▽
循
環
器
内
科
医
長 

上か
ん

林ば
や
し　

大だ
い

輔す
け

▽
小
児
科
医
長 

足あ

立だ
ち　

晋し
ん

介す
け

▽（
兼
）外
科
医
長 

川か
わ

上か
み　

定さ
だ

男お

▽（
兼
）外
科
医
長 

金き
ん　

　

修し
ゅ
う

一い
ち

▽
外
科
医
長 

木き

村む
ら　

吉よ
し

成し
げ

▽（
兼
）整
形
外
科
医
長 

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

▽
脳
神
経
外
科
医
長 

村む
ら

上か
み　

　

守ま
も
る

▽
形
成
外
科
医
長 

　

中な
か

村む
ら　

寛ひ
ろ

子こ

▽
小
児
外
科
医
長 

深ふ
か

田た　

良り
ょ
う

一い
ち

▽
皮
膚
科
医
長 

張ち
ょ
う　

　

財ざ
い

源げ
ん

▽
泌
尿
器
科
医
長 

細ほ
そ

井い　

信し
ん

吾ご

▽
泌
尿
器
科
医
長 

増ま
す

田だ　

健け
ん

人と

▽
産
婦
人
科
医
長 

奥お
く

田だ　

知と
も

宏ひ
ろ

▽
眼
科
医
長 

水み
ず

野の

連れ
ん

太た

郎ろ
う

▽
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
医
長 

石い
し

坂ざ
か　

成し
げ

康や
す

▽（
兼
）リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長 

小こ

牧ま
き　

稔と
し

之ゆ
き

▽
放
射
線
科
医
長 

坪つ
ぼ

倉く
ら　

卓た
く

司じ

▽
診
療
放
射
線
技
師
長 

橋は
し

岡お
か　

康や
す

志し

▽
麻
酔
科
医
長 

粟あ
わ

井い　

一か
ず

博ひ
ろ

▽（
兼
）臨
床
検
査
科
長 

奥お
く

田だ　

隆た
か

史し

▽
臨
床
検
査
技
師
長 

吉よ
し

金か
ね

礼れ
い

三ざ
ぶ

郎ろ
う

▽
病
理
診
断
科
医
長 

永な
が

田た　

昭あ
き

博ひ
ろ

薬
剤
部

▽
部　

長 

立た
て

道み
ち　

直な
お

美み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▽
副
薬
剤
部
長 

山や
ま

本も
と　

真ま
さ

世よ

看
護
部

▽
部　

長 

森も
り　

由ゆ

香か

里り

▽
副
看
護
部
長 

髙た
か

松ま
つ　

満ま

里り

▽
３
階
病
棟
看
護
師
長 

 

青あ
お

木き　

道み
ち

世よ

▽
４
階
南
病
棟
看
護
師
長 

松ま
つ

田だ　

智と
も

子こ

▽
４
階
北
病
棟
看
護
師
長 

小こ

山や
ま　

恵け
い

子こ

▽
５
階
南
病
棟
看
護
師
長 

小こ

西に
し

佐さ

知ち

子こ

▽
５
階
北
病
棟
看
護
師
長 

芦あ
し

田だ　

里さ
と

美み

▽
６
階
南
病
棟
看
護
師
長 

岡お
か

野の

ひ
ろ
み

▽
６
階
北
病
棟
看
護
師
長 

橋は
し

本も
と

み
ゆ
き

▽
７
階
病
棟
看
護
師
長 

平ひ
ら

山や
ま　

淳じ
ゅ
ん

子こ

▽
外
来
診
療
棟
看
護
師
長 

柏か
し

木わ
ぎ　

純じ
ゅ
ん

子こ

▽（
兼
）透
析
室
看
護
師
長 

柏か
し

木わ
ぎ　

純じ
ゅ
ん

子こ

▽
救
急
外
来
看
護
師
長 

高た
か

見み　

祥さ
ち

代よ

▽
救
命
救
急
病
棟
看
護
師
長 

河か
わ

波な
み　

秀ひ
で

代よ

▽
手
術
室
看
護
師
長 

立た
ち

井い　
　

均ひ
と
し

附
属
看
護
学
校

▽（
兼
）学
校
長 

中な
か

村む
ら

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

▽
副
学
校
長 

中な
か

根ね　

葉は

月づ
き

▽（
兼
）事
務
長 

上う
え

田だ　

栄え
い

作さ
く

大
江
分
院　

▽
分
院
長 

﨑さ
き

長な
が　

靖や
す

生お

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

▽
同
セ
ン
タ
ー
長 

和わ

田だ　

幹み
き

生お

▽
内
科
医
長 

宮み
や

﨑ざ
き　

　

聡さ
と
し

▽（
兼
）リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
医
長 

﨑さ
き

長な
が　

靖や
す

生お

管
理
課

▽
管
理
課
長 

阪さ
か

本も
と　

明あ
き

夫お

薬
剤
科

▽
薬
剤
科
長 

岸き
し

和わ

田だ

み
す
ず

看
護
科

▽
看
護
科
長 

井い
の
う
え上　

和か
ず

子こ

▽
同
参
事 

宮み
や

川か
わ

八や

重え

野の

▽
一
般
病
棟
看
護
師
長 

岩い
わ

坪つ
ぼ

さ
か
江え

▽
療
養
病
棟
看
護
師
長 

佐さ

藤と
う

由ゆ

紀き

子こ

▽（
兼
）外
来
診
療
棟
看
護
師
長 

宮み
や

川か
わ

八や

重え

野の

▽
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
長 

嵯さ

峨が　

文ふ
み

子こ



H28（2016）.4.15　広報ふくちやま 8

■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

「
福
知
山
市
長
選
挙
」

　

６
月
19
日
に
任
期
満
了
と

な
る
福
知
山
市
長
選
挙
の
日

程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
選
挙
期
日

　

６
月
12
日
（
日
）

●
選
挙
告
示
日

　

６
月
５
日
（
日
）

●
立
候
補
の
届
出
日

　

６
月
５
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

４
月
27
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
よ
り
ハ
ピ

ネ
ス
ふ
く
ち
や
ま
３
階
会
議

室
１
（
内
記
三
丁
目
）

　

出
席
は
立
候
補
予
定
者
ま

た
は
そ
の
代
理
人
あ
わ
せ
て

３
人
以
内
で
す
。

問
合
＝
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
TEL 

24-

７
０
３
７
・

FAX 

23-

６
５
３
７
）

お得な敬老乗車券を販売中です！
　平成28年度も引き続き500円で運賃3,000円分に使えるお得な『敬老乗車券』を販売します。
　本市では、公共交通の利用促進を図るとともに、高齢者の移動手段を確保することによって、社会参
加を促すことを目的とした、路線バスや京都丹後鉄道の乗車券として利用できる「敬老乗車券」を販売
します。
販売内容
・3,000円分（100円券30枚分）の乗車券を１冊500円で販売します。
・1人3冊まで購入できます。（運転免許証を自主返納された人は5冊まで購入できます）
・使用期限は平成30年3月31日までです。
※平成27年度中に購入された敬老乗車券（文字が水色）の使用期限は平成29年3月31日までです。また、
平成26年度中に購入された敬老乗車券（文字がオレンジ色）は使用できません。

購入について

購入できる人
・平成28年度中に75歳以上になる市民（昭和17年
4月1日以前に生まれた市民）
・福知山市在宅高齢者外出支援助成事業の対象者
でない人

購入時の注意
・購入時に本人確認しますので、健康保険証などの
本人が確認できるものをご持参ください。
・代理の人でも購入できます。ただし、同一世帯以
外の人の場合は委任状が必要です。
・運転免許証を自主返納された人で、3冊を超えて
購入される場合は、公安委員会が発行する「運転
経歴証明書」か「申請による運転免許の取消通知
書」をご持参ください。

使用について

使用できる交通機関
・市営バス全線（三和バス、夜久野バス、大江バス）
・京都交通バス（市内を運行する全線）
・丹後海陸交通バス（福知山線）
・西日本ジェイアールバス（園福線）
・自主運行バス（三岳バス、庵我バス、中六人部
バス全線）
・京都丹後鉄道（全線［宮福線・宮津線]）
※ＪＲ、タクシー、高速バスでは使用できません。

購入できる場所
・生活交通課（市役所2階）
・各支所の窓口相談係
※バス会社やバス車内では販売していません。

使用上の注意
・本人以外は使用できません。
　※家族でも使用できません。
・偽造、他人への譲渡および転売は禁止しています。
・盗難、紛失、有効期限切れおよび対象者の資格
喪失の場合の払い戻し、再発行はしません。
・おつりは出ません。

問合＝生活交通課（TEL24-7084・FAX23-6537）

イラスト提供／おまつかつみさん
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情報局
月　　日 行　事　名 対　象 内　　容 申込 場　所／連絡先

6日㈮   ①10：30～
　　　    ②11：15～

おはなしの
ひろば 幼　児 絵本の読みきかせ 不

要

■中央館（駅前町）
TEL22-3225・FAX22-7118

12日㈭　　11：00～ たのしい
おはなし会 幼　児 絵本の読みきかせ・手

あそび・紙芝居 など
不
要

18日㈬   ①10：30～
　　　　 ②11：15～

おはなしの
ひろば 幼　児 絵本の読みきかせ 不

要
25日㈬   ①10：15～
　　　　 ②11：15～

えほんのへや
【だっこクラス】

4カ月児～
10カ月児 絵本の読みきかせ・

紙芝居・わらべうた
など

不
要

26日㈭   ①10：15～
　　　　 ②11：15～

えほんのへや
【よちよちクラス】

11カ月児～
1歳児

不
要

28日㈯   　14：00～ 小学生
おはなし会 小学生 絵本の読みきかせ・

・紙芝居 など
不
要

10日㈫　　11：00～ おはなしのへや 4カ月児～
1歳児 絵本の読みきかせ・

ふれあいあそび  など

不
要
■大江分館（大江町中央）
TEL兼FAX56-1017

27日㈮　　10：30～ おはなし会 乳幼児 不
要
■三和分館（三和町千束）
TEL58-4715・FAX58-4716

8日㈰　　10：30～ 子どもの読書週間特別企画
図書館おたのしみ会 小学生 図書館探検隊

図書館クイズなど 要 ※「図書館お楽しみ会」
　申込4月20日㈬ 
　午前10時受付開始
■夜久野分館（夜久野町下町）
TEL 兼 FAX37-1066

24日㈫　　10：30～ おはなし会 乳幼児 絵本の読みきかせ・
ふれあいあそび  など

不
要

※えほんのへやは、会場の状況によりご入場いただけないことがあります。

福知山市立図書館　5月のイベント

植物園　春のイベント
春の山野草とエビネ展
　多種多彩な春の山野草とエビネを展示し、即
売もします。
時＝5月1日（日）～ 5日（木・祝）
入園料金＝大人310円
　　　　　小人（4歳～中学生）150円（税込）

5月の植物観察会
　市自然科学協力員の指導で公園近くの農道
に生える身近な植物を観察します。参加費無料
時＝5月14日（土）午前9時30分～正午
申込期＝5月12日（木）まで

石
せっ

斛
こく

（長生蘭）展
　豊かな花色や花形と微香、葉芸を楽しむ石斛
の数々を展示します。
時＝5月14日（土）～ 22日（日）
入園料金＝大人310円
          　　小人（4歳～中学生）150円（税込）

みんなの作品展
　植物に関する作品（鉢物・写真・工芸品など）
を募集し、展示します。
時＝5月14日（土）～ 22日（日）
定員＝15人（展示面積1人0.8㎡）
募集開始＝4月21日（木）から（先着順）

花季さつき展
　多種多彩な花色や花型の市の花「さつき」を
展示し、手入れの仕方などの相談に応じます。
入場料無料
時＝5月28日（土）～ 29日（日）

所＝いずれも都市緑化植物園
　　（三段池公園内　猪崎）
申込・問合＝電話またはファクスで都市緑化
植物園（三段池公園内・猪崎
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL22-6617・FAX22-6629）

LINEで情報を
お届けしています！

LINE@で福知山のイベント情報・観光
情報などをお届けしています！
■秘書課広報係
　（TEL24-7000・FAX24-7023）

市
長
の

何
で
も
相
談
日

市
政
や
、そ
の
ほ
か
の
事
に
つ
い
て
、相
談
者
と
市
長
が
直
接
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
お
一
人（
組
）あ
た
り
20
分
ま
で
）　

時
＝
５
月
10
日（
火
）午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　

所
＝
大
江
支
所（
大
江
町
中
央
）　

申
込
＝
４
月
25
日（
月
）午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
市
民
相
談
室

（
TEL 

24-

７
０
２
７
・
FAX 

24-

７
０
２
３
）ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、抽
選
で
６
人（
組
）ま
で
。 

※
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

丹た
ん
波ば

生せ
い
活か
つ
衣い

館か
ん
Ｇ
Ｗ
イ
ベ
ン
ト

「
福
知
山
の
昔
ば
な
し
紙
芝
居
会
」

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
福
知
山
昔
話
紙
芝
居
同
好
会
に
よ
る
紙
芝
居
会
を
行
い
ま
す
。 

参
加
費
無
料　

事
前
申
込
不
要　

時
＝
５
月
５
日（
木
・
祝
）　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
10
分　

所
＝
丹
波
生
活
衣
館（
内
記
一
丁
目
）　

演
目
＝
①
福
知
山
の
酒
呑
童
子（
大
江
町
）   

②
梅
干
し
半
十
郎（
和
久
市
）

③
お
よ
め
さ
ん
の
オ
ナ
ラ（
昭
和
地
区
）　

④
親
孝
行  

芦
田
為
助
伝（
土
師
）　

問
合
＝
丹
波
生
活
衣
館（
TEL
兼
FAX 

23-

６
０
７
０
）開
館
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時  

火
曜
日
休
館

お知らせ

はしもとみお彫刻展～いのちを刻む物語～

　「出会ったすべての動物たちを彫りたい」とい
う肖像彫刻家・はしもとみおさんの展覧会を開催
します。
開催期間＝4月29日（金・祝）～ 6月12日（日）
所＝佐藤太清記念美術館（内記1丁目）
　　2階展示室
入館料＝大人210円　子ども100円
開館時間＝午前9時～午後5時（入館は4時30分まで）
休館日＝毎週火曜日
※5月3日（火・祝）は開館、5月6日（金）は振替休館
※期間中木彫ワークショップを実施します。
「はしもとみおさんと動物のブローチを作ろう」
時＝4月30日（土）
　　午後1時～ 4時
所＝佐藤太清記念美術館（内
　　記1丁目）2階展示室
募集定員＝15人（先着順）
※小学生4年生以上
参加費＝2,000円
　　　（別途入館料が必要です）
申込・問合＝佐藤太清記念美術館
　　　　　（TEL兼FAX23-2316）

春の市民歩け歩け大会　参加者募集

時＝5月15日（日）午前9時～（受付：午前8時30分～）
集合＝元伊勢内宮駐車場（駐車場に限りがありま
すので、乗り合わせ、または公共交通機関をご利
用ください。）
コース＝大江町元伊勢内宮～毛原～天岩戸神社
　　　　～元伊勢内宮（約10㎞）
※雨天中止の決定は、午前7時に行います。
持ちもの・服装＝タオル・雨具・帽子・歩きやすい
　　　　　　　 靴・動きやすい服装
参加方法＝当日、集合場所へ直接集合してください。
問合＝スポーツ振興課社会体育係
　　　（TEL24-7069・FAX23-6537）

母子家庭高等学校等通学支援金

　市内に住所があり、公共交通機関を利用して高
等学校などに通学する母子家庭に助成します。
※4月分から翌年3月分の定期は、平成29年3月末
までに申請してください。

対象＝・児童扶養手当を受給されている人
　　　・他の制度で通学費の助成を受けていない人

支給内容＝通学定期代の5分の1
申請に必要なもの＝・対象生徒の在学証明書（年
度1通、当初申請日より1カ月以内もの）
・通学定期券・母名義の預金通帳またはキャッ
シュカード・印鑑

母子家庭奨学金等支給

　京都府では、母子家庭の児童などの教育や養育
に要する経費に対して奨学金を支給します。
対象＝児童扶養手当、または福祉医療（ひとり親）
に認定されている人（毎年申請が必要です）
申請期間など＝
・4月～ 5月申請　5月31日（火）まで
※4月1日現在支給対象者は1年分支給。4月2日
以降対象者は申請の翌月以降月割支給。

・6月以降申請　申請の翌月以降月割支給。
支給金額（年額）＝
乳幼児　1万1,000円　小学生　2万1,500円
中学生　4万3,000円　高校生　6万4,000円
高校入学支度金35,000円
（入学時。4～ 5月申請のみ。）
申請・問合＝子育て支援課児童福祉係
（TEL24-7011・FAX22-9073)または各支所窓口相
談係まで。

まちなか居住を応援します！
「まちなか居住応援事業補助金」

　福知山市中心市街地活性化基本計画に基づき、
人口減少のすすむ中心市街地への定住を促進す
るため、次のすべての要件に該当する人に10万円
を交付します。希望される場合はお早目に該当エ
リア・要件確認などをご相談ください。
※該当の中心市街地エリアは市ホームページで
もご確認いただけます。

要件＝①中心市街地エリア外からエリア内で住
宅を新築、または新築の戸建住宅を購入して自ら
居住する人で、その住宅の所有権を有するもの
②市税を滞納していない人
③過去にこの補助金の交付を受けていない人
※別荘など一時的に使用する住宅や賃貸、販売な
ど営利を目的とする住宅の新築や購入、建て替
えは対象となりません。

交付申請の期限＝住宅の所有権登記が完了した
日から3カ月以内
問合＝商工振興課商業振興係
　　　（TEL24-7075・FAX23-6537）

　「ありがとう　そのことばで　にっこにこ」　上川口小学校　1年生平成27年度　人権と平和に
関する標語  応募作品より
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情報局

  「あいさつを　すればするほど　たのしいよ」　中六人部小学校　1年生平成27年度　人権と平和に
関する標語  応募作品より

　　

　　

福知山市地域公共交通会議市民公募委員を募集します！
　本市では、平成28年度において、運行内容の
見直しが必要なバス路線の再編や公共交通空白
地における生活交通の確保に向けた実施計画と
なる ｢福知山市地域公共交通再編実施計画｣ を
策定します。
　つきましては、幅広いご意見をいただくため、
計画策定にご参加いただける市民公募委員を募
集します。
会議名称＝福知山市地域公共交通会議
（仮称：福知山市地域公共交通再編実施計画策
定委員会）
※行政、交通事業者、その他関係者で組織しま
す。

募集人数＝4人
任期＝委嘱の日（平成28年5月予定）
　　　　　　　～平成29年3月31日
応募資格＝次の条件をすべて満たす人
①市内在住、市内へ通勤または通学する人
②年齢18歳以上の人（平成28年4月1日現在）
③年間5回程度、平日の日中に開催する会議に

出席できる人
④市の持続可能な公共交通のあり方、再編方針
について建設的な意見を述べていただける人
応募方法＝応募用紙に必要事項を記入のうえ、
下記応募先へ持参、郵便、FAX、メールのいず
れかの方法により提出してください。
※応募用紙は、生活交通課で配布および市ホー
ムページからもダウンロードできます。
※応募書類は返却しません。
選考方法＝応募書類を基に地域公共交通会議委
員および事務局により選考します。選考結果は
応募者全員に通知します。
募集期間＝4月15日（金）～ 5月9日（月）
              （郵送の場合は当日消印）
報酬＝会議出席ごとに、別に定める報酬をお支
払いします。
応募・問合＝生活交通課交通対策係
（TEL24-7084・FAX23-6537
　Eメール：seikatu@city.fukuchiyama.lg.jp）

福知山市青少年問題協議会からの緊急メッセージ
　全国的に青少年のスマートフォンの普及やインターネットの利用が急速に進んでいます。本市でも、
小学生の50％程度は家庭でネットを利用している状況となっています。こうした中、ネットを通じ
て青少年がさまざまなトラブルや犯罪に巻き込まれたり、長時間利用による生活習慣の乱れ「ネット
依存」が社会問題化しており、今後ますます深刻化する恐れがあります。福知山市青少年問題協議会
では、こうした厳しい現実をふまえ、青少年が安全・適切にインターネットを利用し、犯罪に巻き込
まれたりすることがないように、緊急メッセージを発信し広く呼びかけをおこなっています。

問合＝福知山市青少年問題協議会　生涯学習課（TEL22-9552・FAX24-4880）

　昨今のインターネットの普及により福知山
に住む私たちも、日本全国・世界各地の人と繋
がりの輪が広がり、たくさんの情報を共有する
ことができる大変便利な時代となりました。
　その反面、SNSによる「いじめ」やネットト
ラブル、「ネット依存」などが、全国的に社会問
題化しており、今後ますます深刻化する恐れが
あります。
　小・中・高校生のみなさん。スマホはとても便利
ですが、不適切な使い方は自分に限らず友人のプ
ライバシーを侵害するなどの危険がともないま
す。生徒会やクラスのみんなと、また家庭では保
護者と話し合い、スマホの使用時間や不適切使用
の防止についてルールを作ってください。

　子どもにスマホを与えるのは保護者です。使
い方を指導するのも保護者の役割であり、プラ
ス面とマイナス面を子どもと一緒に学ばなけ
ればなりません。また、家庭・学校・地域など、社
会全体で正しい知識と問題意識を共有するこ
とが大切です。
　福知山市青少年問題協議会では、こうした厳
しい現実を踏まえ、青少年が安全・適切にイン
ターネットを利用し、青少年のインターネット
に関わる犯罪防止のために、家庭・学校・地域と
行政・警察・関係機関が一体になってこの問題
に取り組みます。
　平成28年2月17日

福知山市青少年問題協議会　会長　荒木德尚

緊急メッセージ ～家庭・学校・地域で考える スマホのルール～（本文）
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■市役所本庁（TEL22-6111・FAX23-6537）■三和支所（TEL58-3001・FAX58-3013）
■夜久野支所（TEL37-1101・FAX37-5002）■大江支所（TEL56-1101・FAX56-2018）
■消　防　署（TEL22-0119・FAX22-5458）■東 分 署（TEL27-0119）■北分署（TEL33-0119）

＜お知らせ＞6 月の集団健診のお知らせ＜申し込み制＞
特定健診・後期高齢者健診・生活習慣病予防健診・各がん検診等を実施します。    
Ⅰ　実施日・会場・内容　○印が受診可能　※定員になり次第締め切ります。ご了承ください。

実　施　日 会　　　場
特
定
健
診

後
期
高
齢
者
健
診

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

胃
部　
X
線
検
診

胃
部
Ａ
Ｂ
Ｃ
血
液
検
診

大
腸
が
ん
検
診

肺
が
ん
／
結
核
検
診

 
前
立
腺
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

送迎対象地域
送迎希望の人はご相談
ください。　　　
＊中央保健福祉セン
ターエリアでは送迎を
実施しま せんので、ご
了承ください。

① 6月13日㈪ 午後 中央保健福祉センター（内記三丁目）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
② 6月15日㈬ 午後 東部保健福祉センター（千束） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 三和地域
③ 6月16日㈭ 午前 夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 下夜久野地域
④ 6月23日㈭ 午前 武道館（猪崎） ○ ○ ○ ○ ○
＊中央保健福祉センターは、福知山市役所西隣に移転しました。
＊健診日の１カ月前までにお申し込みください。申し込まれた人には、後日　問診票・注意事項等をお送りします。
＊保育を希望される人は申し込み時にお問い合わせください。（人数制限有）

Ⅱ　対象年齢・費用
特定健診 40歳（Ｓ52.3.31生以前）以上で福知山市国民健康保険加入者 500円
後期高齢者健診 市から後期高齢者医療被保険者証の交付を受けている人 無　料
生活習慣病予防健診 30歳～ 39歳（S52.4.1 ～ S62.3.31生） 1,000円
胃部（Ｘ線）検診 40歳以上(S52.3.31生以前) 500円
胃部ABC（血液）検診 H29年3月31日現在30・35・40・45・50・55・60・65歳の人 500円
大腸がん検診 40歳以上(S52.3.31生以前) 100円
肺がん検診 40歳以上(S52.3.31生以前) 無料(たんの検査は500円）
結核検診 65歳以上(S27.3.31生以前) 無　料
前立腺がん検診 50歳以上の男性(S42.3.31生以前) 200円
乳がん検診 40歳以上の女性(S52.3.31生以前) 700円
子宮がん検診 20歳以上の女性(H9.3.31生以前) 700円
＊胃部ABC（血液）検診は、今年度から30・35歳（年度末年齢）の人も受けれるようになりました。
＊70歳以上の人は無料です。
＊69歳以下で市民税非課税世帯・生活保護世帯の人は無料制度がありますので、事前に各保健福祉センターまでお問い合わせください。
＊65～ 69歳で、後期高齢者医療被保険者証の交付を受けている人は、後期高齢者健診が無料になります。必ず被保険者証をお持ちください。
　（がん検診は除く）

Ⅲ　お申し込み・お問い合わせ先         
　　中央保健福祉センター（内記三丁目）　　（TEL23-2788・FAX23-5998）…①④
　　東部保健福祉センター（三和町千束）　　（TEL58-2090・FAX58-3013）…②
　　西部保健福祉センター（夜久野町下町）　（TEL37-1234・FAX37-5002）…③ 

（

）

（

）
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　　国保ひと口メモ
����

　国民健康保険の資格に異動があったときは、必ず14日以内に届出をしてください。
　平成28年１月以降、マイナンバー（個人番号）の利用開始に伴い、届出書にマイナンバーの記入をお願いしています。
なりすましなどを防止するため、マイナンバーと本人確認を行なう必要がありますので「マイナンバーが確認できる書類
（世帯主と異動される人のマイナンバーカードまたは通知カード）」と手続きに来られる人の「本人確認書類（運転免許証
など）」をご持参ください。世帯主または同世帯の人以外が手続きされる場合は、世帯主からの委任状が必要です。

こんなとき 届出に必要なもの
国保に
入ると
き

転入してきたとき 印かん
職場の健康保険などをやめたとき（または被扶養者でなくなったとき） 職場の健康保険などの資格喪失日が確認できるもの、印かん
子どもが生まれたとき 印かん
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、印かん

国保を
やめる
とき

転出するとき 保険証、印かん
職場の健康保険などに加入したとき（または被扶養者になったとき） 国保と職場の健康保険の両方の保険証、印かん
国保の被保険者が死亡したとき 保険証、印かん
生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書、印かん

その他 市内転居したとき、世帯主を変更したとき、世帯が分かれたり一緒になった
りしたとき、氏名が変わったとき

保険証、印かん

修学のため別に住所を定めるとき 保険証、在学証明書、印かん
問合＝保険課国保料係（TEL24-7019・FAX23-6537）

健康・検（健）診

国保健康保険の届出に必要なもの
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効果的な歩き方を学ぼう !
「歩いてキラキラ！ウォーキング教室」

参加費無料
時＝5月13日（金）・27日（金）
    　いずれも午後1時30分～ 4時
　　（受付：午後1時～ 1時15分）
所＝夜久野ふれあいプラザ（夜久野町下町）
対象＝市民　※原則として継続して参加できる人
内容＝効果的なウォーキング方法の講義と屋外
ウォーキング（1～ 2ｋｍ程度）
講師＝健康運動指導士　長

なが

岡
おか

　夕
ゆ

岐
き

子
こ

さん
募集人数＝20人（先着順）
申込・問合＝電話・ファクスまたは直接、西部保健
福祉センター（TEL37-1234・FAX37-5002）まで。

おにっこママの健康講座
「3B体操健康教室」

参加費無料
時＝5月19日（木）午前10時～ 11時30分
　　（受付時間：午前9時30分～ 9時50分）
所＝北部保健福祉センター（大江町中央）
対象＝市民で子育てをしている女性
定員＝20人（先着順）
持ち物＝上履き、飲み物、タオル、保育希望者はお
子さんに必要な物、健康活動ポイントカード（お
持ちであれば）
その他＝動きやすい服装で、ご参加ください。
　　　　保育ルームがあります。（要申込）
申込・問合＝5月12日（木）までに直接または電
話・ファクスで北部保健福祉センター（TEL56-
2620・FAX56-2018）まで。

『卒煙チャレンジ教室』
～禁煙教室＆禁煙サポ－ト～

参加費無料
時＝5月26日（木）午後1時30分～ 3時30分
所＝中央保健福祉センター（内記三丁目）
対象＝たばこをやめたい市民
定員＝20人（先着順）
内容＝◇「タバコの健康影響・卒煙のコツ！」（保健師
の話）◇「吸う本数では分からない！タバコによる体内
の有害物質量」（呼気中一酸化炭素濃度・尿中ニコチン
濃度測定）◇「卒煙成功の秘訣を聞こう！」（交流会・卒
煙成功者からのアドバイス）◇保健師、看護師による個
別相談（希望者のみ）
その他＝保育ルームがあります。（要申込）ご希望
の人は申込み時にお伝えください。
申込・問合＝5月18日（水）までに中央保健福祉セ
ンター（TEL23-2788・FAX23-5998）まで。

～子育て中のお母さんもリフレッシュ！！～
親子で体を動かそう！！「3B体操教室」

参加費無料
時＝5月26日（木）午前10時～ 11時30分
　　（受付：午前9時50分～ 10時）
所＝東部保健福祉センター（三和町千束）
　　※すこやかドームで行います。
対象＝本市在住の就学前のお子さんと保護者
定員＝15人（先着順）
内容＝親子3Ｂ体操
講師＝長

なが
岡
おか
　夕

ゆ
岐
き
子
こ
さん

その他＝東部保健福祉センターでは、毎週木曜日
午前10時～ 11時30分、室内におもちゃをおいて
「あそびのひろば」を開催しています。また、第3木
曜日は親と子の健康相談日で身体計測も行えま
す。
申込・問合＝電話・ファクスまたは直接、東部保健
福祉センター（TEL58-2090・FAX58-3013）まで。

自分の健康は自分で守ろう！！　男性のための
健康教室「メンズの厨房レッスン」♪

　基本的な調理技術の習得に加え、これまでの生
活を振り返り、心身のリフレッシュをしながら、
健康づくりに取り組む教室です。初めて包丁を持
つ人でも大歓迎！
時＝8回シリーズ（5月～ 12月）
　　　　 いずれも、午前9時～午後0時30分
回 日  時 回 日  時

1 5月24日㈫
※合同の回① 5 9月 7日㈬

2 6月10日㈮ 6 10月24日㈪

3 7月14日㈭ 7 11月18日㈮

4 8月 9日㈫ 8 12月 8日㈭
※合同の回②

※合同の回は、教室の卒業生も参加します。
所＝北部保健福祉センター（大江町中央）
対象＝市民で、おおむね70歳までの男性
定員＝16人（先着順）
持ち物＝1食分の食材費：毎回250円、エプロン、

三角巾、筆記用具、手拭きタオル、自宅で
使っている茶碗・箸、健康活動ポイント
カード（お持ちであれば）

申込・問合＝5月17日（火）までに直接または電話・
ファクスで北部保健福祉センター（TEL56-2620・
FAX56-2018）まで。
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リサイクルプラザ
手づくり体験教室 
時＝各教室とも
　　午後1時～ 3時
所＝リサイクルプラザ
　　2階（牧・環境パーク内）
対象＝市内在住・在勤の人
※中学生以下は保護者の
同伴が必要です。
※設備の数が限られてい
るため、同一教室での
申し込みは、1世帯1人
とします。
申込＝4月28日（木）午前
8時30分から各教室の
前日までに、環境政策室
環境・再生エネルギー
係（TEL22-1827・FAX22-
4881）まで
※先着順
※団体での体験教室も受け
付けます。（月2団体以内）
※キャンセルされる場合
は、教室の2日前までに
は必ずご連絡ください。 

5 月 開催日 教室名 内　　　容 募集人数 受講料

1日
（日）

＜布教室＞
ホームウェアーを作ろう

着物地を使って、ホームウェアー（袖なし）を作ります。
※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

＜ガラス教室＞
板ガラスかビンに彫刻し
て置物か花瓶を作ろう

板ガラスかビンに砂を噴きつけ彫刻をして、置物か花
瓶を作ります。※サンドブラストを使います。 4人 300円

（税込）

9日
（月）

＜布教室＞
ネクタイでブローチを作ろう

黒地の布とネクタイを使って、ブローチを作ります。
※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

12日
（木）

＜ＰＰバンド教室＞
ＰＰバンドのカゴを作ろう

ＰＰバンドと針金を使って、小物入れを作ります。
※針金を使います。 6人 300円

（税込）

16日
（月）

＜布教室＞
ホームウェアーを作ろう

着物地を使って、ホームウェアー（袖なし）を作ります。
※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

18日
（水）

＜裂き織り教室＞
絵手紙掛けを作ろう

細く裂いた布を横糸の代わりにして、布を織り込み、絵手紙
掛けを作ります。※手織り機とミシンを使います。 4人 300円

（税込）

＜ガラス教室＞
トンボ玉を作ろう
（ガラス玉）

オリジナルのガラス玉（大１個と小２個）を作ります。
※バーナーを使います。※中学生以上が対象です。 6人 500円

（税込）

20日
（金）

＜布教室＞
布帽子（ツバ付）を作ろう

布を使ってツバ付タイプの帽子を作ります。
※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

23日
（月）

＜布教室＞
トートバッグ
（Ａ４タテ）を作ろう

着物地を使ってA4タテ型が入る、おしゃれなトートバック
（内ポケット付き）を作ります。※ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

26日
（木）

＜布教室＞
ガーデニング帽子
を作ろう

日よけに適したガーデニング用の帽子を作ります。
※ ミシンを使います。 6人 300円

（税込）

テレビ

●市政だより

KBS京都

毎週火曜日
18：55～ 18：58

家
庭
用
生
ご
み

堆
肥
作
り
講
習
会

受
講
料
無
料　

時
＝
５
月
10
日（
火
）午
後
１
時
〜
３
時　

所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
２
階（
牧　

環
境
パ
ー
ク
内
）

内
容
＝
木
箱
を
使
っ
た
生
ご
み
堆
肥
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。　

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人　

募
集
＝
10
人（
先
着
順
）

申
込
＝
４
月
28
日（
木
）午
前
８
時
30
分
か
ら
教
室
の
前
日
ま
で
に
、福
知
山
環
境
会
議
事
務
局　

環
境
政
策
室（
TEL 

22-

１
８
２
７
・
FAX 

22-

４
８
８
１
）ま
で
。

リサイクル・環境

「からだしなやか転ばん塾」参加者募集！

参加費無料
時＝5月～翌年3月　毎回木曜日
　　いずれも午後1時30分～ 3時30分
所＝北部保健福祉センター（大江町中央）
定員＝各コース25人程度（先着順）
ゆったりコース（75歳以上の市民）13回シリーズ
と　き 内　　容
5月26日㈭ 理学療法士による集団体操
6月16日㈭ 3B体操

6月30日㈭ 栄養についてのお話／体操
※2コース合同の回

7月14日㈭ 理学療法士による集団体操

8月 4日㈭ 理学療法士による集団体操／
口腔の話※2コース合同の回

8月18日㈭ 3B体操

持ち物＝運動ができる上靴、タオル、飲み物、健康
活動ポイントカード（お持ちの人）
申込＝4月22日（金）から直接または電話、ファク
スで北部保健福祉センター（TEL56-2620・ FAX56-
2018）まで。
しっかりコース（65歳～ 74歳の市民）13回シリーズ
と　き 内　　容
5月12日㈭ 3B体操
6月 2日㈭ 理学療法士による集団体操

6月30日㈭ 栄養についてのお話／体操
※2コース合同の回

7月21日㈭ 3B体操

8月 4日㈭ 理学療法士による集団体操／
口腔の話　※2コース合同の回

※9月以降の日程は、参加者に案内します。

内 科・
小児科

休日急患診療所
（北本町二区　TEL22-4128）

9：00～ 12：00
13：30～ 17：30

1日
（日）

3日
（火・祝）

4日
（水・祝）

5日
（木・祝）

8日
（日）

15日
（日）

22日
（日）

29日
（日）

※休日急患診療所開設日の18：00～ 24：00は、当番医がそれぞれの診療所において在宅診療を行っています。
   詳細は、休日急患診療所（TEL22-4128）または消防署（TEL22-0119）まで。

外　科
福知山市民病院

（厚中問屋町　TEL22-2101） 0：00～ 24：00
3日
（火・祝）

5日
（木・祝）

15日
（日）

29日
（日）

京都ルネス病院
（西本町　TEL22-3550） 0：00～ 24：00

1日
（日）

4日
（水・祝）

8日
（日）

22日
（日）

歯　科 佐藤歯科医院
（土師新町3丁目  TEL27-9455） 9：00～ 17：00

4日
（水・祝）

●休日当番医（5月）
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情報局

3月末現在の人口・世帯数　※（　）は前月比
☆人口 79,534人（－382）　男 39,033人（－207）　女 40,501人（－175）　☆世帯数 35,689世帯（－43）

おもな施設　大型連休期間のご案内
施　　設　　名 4/29 30 5/1 2 3 4 5 6

金・祝 土 日 月 火・祝 水・祝 木・祝 金
市役所 窓口 － － － ○ － － － ○
福知山
市民病院

外来 － － － ○ － － － ○
救急 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福知山市民病院
大江分院

外来 － － － ○ － － － ○
救急 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

雲原診療所（外来） － － － ○ － － － ○
休日急患診療所 ○ － ○ － ○ ○ ○ －
環境
パーク

ごみ収集 ○ － － ○ ○ ○ ○ ○
ごみ持ち込み ○ － 午前のみ○ ○ ○ ○ ○ ○

斎　場
火葬棟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
葬祭棟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公設地方卸売市場（青果） － ○ － ○ ○ － － ○
総合福祉会館 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
大江町老人福祉センター (舟越会館) － － － ○ － － － ○
人権ふれあいセンター － － － ○ － － － ○
南有路児童館 － ○ ○ － － － － ○
その他の児童館 － ○ － － － － － ○
夜久野町化石・郷土資料館 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
日本の鬼の交流博物館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
市民体育館・市民運動場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
温水プール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
市民運動場（弓道場・テニスコート） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
三段池公園総合体育館、武道館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
長田野体育館、長田野公園運動広場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
動物園・都市緑化植物園・児童科学館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
福知山鉄道館ポッポランド ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
福知山城（福知山市郷土資料館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
佐藤太清記念美術館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
丹波生活衣館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
芦田均記念館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
治水記念館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
新町文化センター － ○ ○ ○ － － － ○
図書館中央館 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
図書館三和分館･夜久野分館・大江分館 － ○ ○ － － － － ○
市民交流プラザふくちやま 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館のみ ○ 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館のみ ○
川口・日新・六人部・成和・大江地域公民館・桃映地域体育館 － ○ ○ ○ － － － ○
三和・夜久野地域公民館 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館のみ ○ 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館のみ ○
大江町総合会館 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館のみ ○ 貸し館のみ 貸し館のみ 貸し館のみ ○
北陵総合センター（北陵地域公民館） － ○ ○ ○ － － － ○
大呂自然休養村センター 貸し室のみ 貸し室のみ 貸し室のみ 貸し室のみ 貸し室のみ 貸し室のみ 貸し室のみ 貸し室のみ
夜久野荘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
やくの木と漆の館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
やくの花あずき館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
夜久野高原温泉ほっこり館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
やくの本陣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
やくの一道庵 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
あしぎぬ大雲の里 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
大江山グリーンロッジ・鬼瓦工房 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○
大江町和紙伝承館 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ －
防災センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
▶次の施設は期間中、休まず営業しています。
交流プラザふくちやま（自動交付機含む）、夜久野町ふれあいの里福祉センター、ハピネスふくちやま、教育集会所、夜久
野ふれあいプラザ、厚生会館、三和荘、福知山城公園観光駐車場、市営福知山駅北口・南口広場駐車場、市営福知山駅東・
西駐輪場、上下水道サービスセンター、北陵総合センターこぶし荘、里の駅みたけ、大呂自然休養村センターグラウンド
ゴルフ場、緑の里交流センター（無人）

○ 開館（営業）
－ 休館（休業）木

工
教
室
受
講
料
無
料　

時
＝
５
月
25
日（
水
）午
後
１
時
〜
３
時　

所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
２
階（
牧　

環
境
パ
ー
ク
内
）　

内
容
＝
靴
ベ
ラ
を
作
り
ま
す
。

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人　

募
集
＝
５
人（
先
着
順
）※
親
子
の
場
合
は
１
組
で
１
人

申
込
＝
４
月
28
日（
木
）午
前
８
時
30
分
か
ら
教
室
の
前
日
ま
で
に
、環
境
政
策
室（
TEL 

22-

１
８
２
７
・
FAX 

22-
４
８
８
１
）ま
で
。
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略記号の説明　◯所＝場所　◯問＝問い合わせ先　◯社協＝社会福祉協議会

5　　月 相談あんない
●おもな相談　※いずれも無料・秘密厳守。特記した相談以外は、事前の申し込みは不要です。
区分 相　　　談 日（曜日） 時　　間 場　　所 問い合わせ先

人　
　

権

人 権 相 談 23日㈪ 10：00～15：00 交流プラザふくちやま

人権推進室
TEL24-7022
FAX23-6537

心 配 ご と 相 談
10日㈫

 9：00～15：00
大江町総合会館

13日㈮ 三 和 支 所
20日㈮ 夜久野ふれあいプラザ

女 性 相 談 12日㈭・26日㈭ 13：00～16：00 人 権 相 談 室
要事前申込／前日までに電話または直接、人権推進室まで。先着3人。

健　
　
　
　

康

成 人 の 健 康 相 談
栄 養 相 談

10日㈫
13：30～15：30

○所・○問　北部保健福祉センター　TEL56-2620  FAX56-2018
11日㈬ ○所・○問　三和支所内  東部保健福祉センター　TEL58-2090  FAX58-3013
17日㈫ ○所・○問　西部保健福祉センター　TEL37-1234  FAX37-5002
31日㈫  9：30～11：00○所・○問　中央保健福祉センター　TEL23-2788  FAX23-5998

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話・FAXまたは直接各保健福祉センターまで。

親と子の 健 康相 談

11日㈬
10：00～11：30

○所・○問　北部保健福祉センター　TEL56-2620  FAX56-2018
13日㈮ ○所・○問　西部保健福祉センター　TEL37-1234  FAX37-5002
19日㈭ ○所・○問　東部保健福祉センター　TEL58-2090  FAX58-3013

要事前申込／当日までに、電話・FAX、または直接各保健福祉センターまで。

福　
　
　

祉

身 体 障 害 者 相 談 1日㈰・26日㈭ 13：00～15：00総合福祉会館 社会福祉課
TEL24-7017　FAX22-9073

身体障害者巡回更生相談 26日㈭
要事前申込／5月20日㈮までに、電話・FAXまたは直接社会福祉課まで。

精神障害者相談員による相談 11日㈬・25日㈬ 電話相談のみ
13：00～16：00

電話相談
090-6911-7099

社会福祉課
TEL24-7017　FAX22-9073

き こ え の 相 談 27日㈮ 13：00～15：30 夜久野ふれあいプラザ 福知山市聴覚言語障害センター　TEL45－3025  FAX24-4459
要事前申込／電話・FAX、または直接福知山市聴覚言語障害センターまで。

ふれあい福祉相 談 6日㈮　13：00～16：00

総合福祉会館 ◯社協 本　　所TEL25-3211  FAX24-5282日新地域公民館
東部保健福祉センター ◯社協 三和支所TEL58-3713  FAX58-3732
ふれあいの里福祉センター ◯社協 夜久野支所TEL38-1200  FAX38-1230
老人福祉センター舟越会館 ◯社協 大江支所TEL56-0224  FAX56-1654

年 金 相 談
2日㈪　 9：45～15：45市民課相談室 舞鶴年金事務所　TEL0773-78-116519日㈭　10：00～15：00 中丹勤労者福祉会館

要事前申込／電話で舞鶴年金事務所お客様相談室（予約専用TEL0773-76-5772）まで。
家 庭 児 童 相 談 月～金（祝日を除く） 8：30～16：15 家庭児童相談室 子育て支援課　TEL24-7066 FAX22-9073

教
育子 ど も 教 育 相 談 月～金（祝日を除く） 9：00～16：00 ○所・○問　　教育相談室　　TEL24-3749  FAX24-5135

く　

ら　

し　

生活としごとの総合相談 月～金（祝日を除く） 8：30～17：00 生活としごとの相談窓口 社会福祉課　TEL24-7094 FAX23-6610
消 費 生 活 相 談 月～金（祝日を除く） 9：00～16：00 消費生活センター 生活交通課　TEL24-7020 FAX23-6537
農 地・ 農 政 相 談 10日㈫　 9：00～12：00 各支所・京都農協・京都丹の国農協の各支店ほか 農業委員会　TEL24-7046 FAX23-6537
建 築 無 料 相 談 20日㈮ 13：30～15：30 市民交流プラザふくちやま会議室3-1 建 築 課　TEL24-7053 FAX23-6537
税 務 相 談 19日㈭　13：00～16：00市 民 相 談 室 市民相談室　TEL24-7027 FAX24-7023
交通事故巡回相談 11日㈬・25日㈬  9：00～ 16：00 ○所・○問　京都府福知山地域総務室　TEL22-3901  FAX23-8242
不 動 産 無 料 相 談 10日㈫　13：00～16：00市 民 相 談 室 市民相談室　TEL24-7027 FAX24-7023

行　
　

政　
　

・　
　

法　
　

律

行 政 相 談

10日㈫　
 9：00～12：00

大江町総合会館 大 江 支 所　TEL56-1101 FAX56-2018
13日㈮ 三 和 支 所 三 和 支 所　TEL58-3001 FAX58-3013
20日㈮　 夜久野ふれあいプラザ 夜久野支所　TEL37-1101 FAX37-1332
25日㈬　

13：00～16：00市 民 相 談 室
市民相談室
TEL24-7027
FAX24-7023

司法書士法律・登記相談 12日㈭　
行 政 書 士 相 談 26日㈭　

法 律 相 談
27日㈮　12：30～16：30

要事前申込／前週木曜日までに、市民相談室に来訪、電話・FAXいただくか、郵送（住所・氏名・電話番号・相談内容を
明記）で市民相談室まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で10人まで。（年度内で初めての人を優先します。）

多重債務専門法律相談 13日㈮・27日㈮ 15：30～17：00市 民 相 談 室 市民相談室　TEL24-7027 FAX24-7023
要事前申込／前日午後4時までに、電話で京都弁護士会（TEL075-231-2378）まで。各日先着3人。

府 民 無 料 法 律 相 談 13日㈮ 13：30～16：30 ○所・○問　京都府福知山地域総務室　TEL22-3901  FAX23-8242
要事前申込／前日午前9時から、電話で京都府福知山地域総務室まで。先着9人
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